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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期
第１四半期
累計(会計)期間

第48期
第１四半期
累計(会計)期間

第47期

会計期間

自平成21年
２月１日
至平成21年
４月30日

自平成22年
２月１日
至平成22年
４月30日

自平成21年
２月１日
至平成22年
１月31日

売上高（千円） 1,713,3771,732,1216,784,095

経常利益（千円） 115,661 197,710 461,909

四半期（当期）純利益（千円） 61,632 111,085 246,967

持分法を適用した場合の投資利益（千円） ― ― ―

資本金（千円） 1,208,0801,989,6301,989,630

発行済株式総数（千株） 5,760 9,610 9,610

純資産額（千円） 5,394,8647,185,2967,156,134

総資産額（千円） 7,001,8228,706,8738,984,571

１株当たり純資産額（円） 945.04 751.73 748.67

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 10.80 11.62 38.75

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） ― ― ―

１株当たり配当額（円） ― ― 10.00

自己資本比率（％） 77.0 82.5 79.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△41,359 △6,555 275,971

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△5,114 △703,951△1,210,681

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△81,183△119,7141,501,750

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 475,775 340,0211,169,975

従業員数（人） 158 155 155

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高に消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益は、持分法適用会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。 

 

EDINET提出書類

株式会社　マルタイ(E00497)

四半期報告書

 2/20



２【事業の内容】

 当第1四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

 当第1四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年４月30日現在

従業員数（人） 155  

　（注）　従業員数は就業人員であり、嘱託10名及び参与2名を含んでおります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期会計期間の生産実績を生産品目別に示すと次のとおりであります。

生産品目別 金額（千円） 前年同四半期比（％）　

棒状ラーメン 480,871 16.0

カップめん 684,518 △3.0

袋めん 593,831 △1.0

その他 2,232 51.0

合計 1,761,454 2.3

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第１四半期会計期間の販売実績を販売品目別に示すと次のとおりであります。

販売品目別 金額（千円） 前年同四半期比（％）　

棒状ラーメン 466,155 9.5

カップめん 685,313 1.2

袋めん 576,805 △4.9

その他 3,847 6.4

合計 1,732,121 1.1

　（注）１．前第1四半期会計期間及び当第1四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に

対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第1四半期会計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

当第1四半期会計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

加藤産業㈱ 347,276 20.3 329,197 19.0

㈱日本アクセス 244,033 14.2 281,788 16.3

㈱菱食 135,505 7.9 208,302 12.0

明治屋商事㈱ 249,628 14.6 185,037 10.7

合計 976,444 57.0 1,004,326 58.0

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第１四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当社は平成22年３月19日開催の取締役会決議に基づいて、同日付でサンヨー食品株式会社との業務提携に係る確認

書を取り交わし、当社一部製品の製造委託、資材の共同調達及び物流の共同化など提携内容の骨子について同社との

間で合意いたしました。今後、提携業務の具体化に向けて、開始時期など詳細の検討を行うこととしております。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

  当第1四半期会計期間における我が国経済は、アジアを中心に海外経済の回復が続く中で輸出は増加傾向を維持

し回復の兆候にあり、また、経済政策効果もあって個人消費も緩やかながら持ち直しの状況で推移しました。 

　しかしながら経済情勢は緩やかなデフレ傾向が続いており、食品業界では消費者の低価格志向が続く中、食品全般

が値下がりしており、厳しい経営環境にあります。

　このような状況下にあって、当社は、主力製品の棒ラーメンや長崎皿うどん等の販売強化に努めるとともに、安定

的な成績を実現すべく全社をあげて収益向上に努めました。

　この結果、当第1四半期会計期間の売上高は、17億32百万円（前年同期比1.1％増）となりました。

　また、利益面につきましては、原材料費等の価格も安定しつつあり、営業利益は1億85百万円（前年同期比68.0％

増）、経常利益は1億97百万円（前年同期比70.9％増）、四半期純利益は1億11百万円（前年同期比80.2％増）とな

りました。 

 

(2)キャッシュ・フローの状況

　当第1四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による資金が法人税等

の支払により6百万円減少し、また有価証券等の取得による支出が8億13百万円、配当金の支払額が95百万円ありま

したので、前事業年度末に比べて8億29百万円減少し、資金残高は3億40百万円となりました。

　当第1四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は6百万円となりました。これは主に、税引前四半期純利益が1億96百万円ありまし

たが、仕入債務の減少額1億96百万円、法人税等の支払額1億44百万円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は7億3百万円となりました。これは主に有価証券等の取得による支出が8億13百万

円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は1億19百万円となりました。これは主に配当金の支払額95百万円、及び借入金の

返済額24百万円があったことによるものであります。

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第1四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

　当第1四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　なお、研究開発費として特に計上すべき金額はありません。 
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第３【設備の状況】
(1)主要な設備の状況

 当第1四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2)設備の新設、除却等の計画

 当第1四半期会計期間において、前事業年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な

変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,750,000

計 13,750,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年６月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,610,000 9,610,000福岡証券取引所
単元株式数

1,000株 

計 9,610,000 9,610,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成22年２月１日～

平成22年４月30日 
― 9,610,000― 1,989,630― 1,989,711

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第1四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 
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（７）【議決権の状況】

　当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

   平成22年４月30日現在

 区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 ― ― ―

 議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

 議決権制限株式（その他） ― ― ―

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　　　　51,000 ― ―

 完全議決権株式（その他）  普通株式　　 　9,534,000 　　　　　　9,534 ―

 単元未満株式  普通株式　　　　　25,000 ―  1単元（1,000株）未満の株式

 発行済株式総数  　　　　　　　 9,610,000 ― ―

 総株主の議決権 ―  　　　　　　9,534　 ―

　

②【自己株式等】

    平成22年４月30日現在

所有者の氏名又

は名称
所有者の住所

自己名義所有株

式数(株)

他人名義所有株

式数(株)

所有株式数の合

計(株)

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

株式会社マルタイ
福岡市西区周船寺

三丁目23番42号 
 51,000 ―  51,000  0.53

計 ― 51,000 ― 51,000  0.53

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
２月

３月 ４月

最高（円） 433 412 412

最低（円） 380 390 405

　（注）　最高・最低株価は、福岡証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期累計期間（平成21年２月１日から平成21年４月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に

基づき、当第１四半期会計期間（平成22年２月１日から平成22年４月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成22

年２月１日から平成22年４月30日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間（平成21年２月１日から平成21

年４月30日まで）に係る四半期財務諸表並びに当第１四半期会計期間（平成22年２月１日から平成22年４月30日ま

で）及び当第１四半期累計期間（平成22年２月１日から平成22年４月30日まで）に係る四半期財務諸表について、新

日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年４月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,233,531 2,163,765

受取手形及び売掛金 1,704,368 1,881,908

有価証券 2,498,128 1,696,207

商品及び製品 99,896 85,989

仕掛品 30,601 34,958

原材料及び貯蔵品 88,620 75,428

繰延税金資産 33,767 27,914

その他 14,239 25,343

流動資産合計 5,703,154 5,991,516

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 285,709

※
 291,127

機械及び装置（純額） ※
 210,878

※
 217,543

土地 913,241 913,241

建設仮勘定 33,500 31,000

その他（純額） ※
 51,256

※
 53,030

有形固定資産合計 1,494,586 1,505,942

無形固定資産 15,526 16,151

投資その他の資産

投資有価証券 1,218,684 1,186,331

関係会社社債 198,884 198,796

繰延税金資産 － 12,367

その他 79,536 76,965

貸倒引当金 △3,500 △3,500

投資その他の資産合計 1,493,605 1,470,960

固定資産合計 3,003,718 2,993,054

資産合計 8,706,873 8,984,571
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年４月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年１月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 851,429 1,048,166

短期借入金 18,000 42,000

未払金 296,035 349,430

未払法人税等 89,290 152,700

賞与引当金 62,162 28,882

その他 65,320 61,281

流動負債合計 1,382,238 1,682,462

固定負債

繰延税金負債 1,112 －

退職給付引当金 107,003 117,870

役員退職慰労引当金 31,222 28,103

固定負債合計 139,337 145,974

負債合計 1,521,576 1,828,436

純資産の部

株主資本

資本金 1,989,630 1,989,630

資本剰余金 1,989,711 1,989,711

利益剰余金 3,233,467 3,217,966

自己株式 △30,492 △30,453

株主資本合計 7,182,316 7,166,855

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,979 △10,720

評価・換算差額等合計 2,979 △10,720

純資産合計 7,185,296 7,156,134

負債純資産合計 8,706,873 8,984,571
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年４月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年４月30日)

売上高 1,713,377 1,732,121

売上原価 1,021,754 933,686

売上総利益 691,623 798,434

販売費及び一般管理費 ※
 580,925

※
 612,474

営業利益 110,697 185,959

営業外収益

受取利息 5,728 6,147

受取配当金 934 4,174

その他 2,158 3,802

営業外収益合計 8,821 14,125

営業外費用

支払利息 97 90

たな卸資産廃棄損 2,184 2,247

株式交付費償却 1,547 －

その他 28 36

営業外費用合計 3,858 2,374

経常利益 115,661 197,710

特別損失

固定資産除却損 104 91

役員退職慰労金 10,953 －

投資有価証券評価損 － 704

特別損失合計 11,058 796

税引前四半期純利益 104,603 196,913

法人税、住民税及び事業税 41,509 87,449

法人税等調整額 1,460 △1,621

法人税等合計 42,970 85,828

四半期純利益 61,632 111,085
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年４月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 104,603 196,913

減価償却費 18,290 15,734

長期前払費用償却額 305 305

ソフトウエア償却費 537 624

株式交付費償却 1,547 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 33,284 33,279

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,850 △16,800

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,047 △10,867

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △24,591 3,119

受取利息及び受取配当金 △6,662 △10,322

投資有価証券評価損益（△は益） － 704

支払利息 97 90

有形固定資産除却損 104 91

売上債権の増減額（△は増加） 89,871 177,540

たな卸資産の増減額（△は増加） △20,203 △22,742

仕入債務の増減額（△は減少） △117,646 △196,737

未払金の増減額（△は減少） 26,907 △48,864

未払消費税等の増減額（△は減少） △24,742 8,245

その他の流動資産の増減額（△は増加） △6,816 8,609

その他の流動負債の増減額（△は減少） 638 1,253

その他の固定資産の増減額（△は増加） △2,428 △2,682

小計 53,198 137,494

法人税等の支払額 △94,558 △144,050

営業活動によるキャッシュ・フロー △41,359 △6,555

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △600,000 △1,000,000

定期預金の払戻による収入 600,000 1,100,000

有形固定資産の取得による支出 △11,748 △4,470

無形固定資産の取得による支出 △978 －

有価証券の取得による支出 － △800,000

有価証券の売却及び償還による収入 － 2,000

投資有価証券の取得による支出 △2,093 △13,995

投資有価証券の売却及び償還による収入 2,000 －

従業員に対する長期貸付けによる支出 △1,474 △420

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 87 226

利息及び配当金の受取額 9,092 12,707

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,114 △703,951

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △24,000 △24,000

配当金の支払額 △57,086 △95,585

利息の支払額 △97 △90

自己株式の取得による支出 － △39

財務活動によるキャッシュ・フロー △81,183 △119,714

現金及び現金同等物に係る換算差額 511 267

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △127,146 △829,954

現金及び現金同等物の期首残高 602,921 1,169,975

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 475,775

※
 340,021
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。 

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定しております。

２．繰延税金資産及び負債の算定方法 　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、一時差異の発生状況等につい

て前事業年度末から著しい変化がないと認められるため、前事業年度末にお

いて使用した将来の業績予想及びタックス・プランニングを利用しておりま

す。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成22年４月30日）

前事業年度末
（平成22年１月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額 ※　有形固定資産の減価償却累計額

2,945,386千円
　

2,930,985千円
　

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

販促費 294,549千円

従業員給与及び手当 92,944千円

賞与引当金繰入額 14,278千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,766千円

退職給付費用 1,400千円
　

販促費 299,053千円

従業員給与及び手当 96,441千円

賞与引当金繰入額 14,101千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,119千円

退職給付費用 1,463千円
　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年４月30日現在） 

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年４月30日現在） 

現金及び預金勘定 1,319,122千円

有価証券勘定 656,653千円

預入期間が3ケ月を超える定期預金△900,000千円

ＭＭＦ以外の有価証券 △600,000千円

現金及び現金同等物 475,775千円
　

現金及び預金勘定 1,233,531千円

有価証券勘定 2,498,128千円

預入期間が3ケ月を超える定期預金 △950,000千円

ＭＭＦ以外の有価証券 △2,441,639千円

現金及び現金同等物 340,021千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成22年４月30日）及び当第１四半期累計期間（自　平成22年２月１日　至　平成22年

４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

 　普通株式　　　　　　　　9,610,000　株

２．自己株式の種類及び株式数

 　普通株式　　　　　　　　　 51,600　株

３．新株予約権等に関する事項

 　該当事項はありません。 

４．配当に関する事項

配当金支払額 

（決議） 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年4月27日

定時株主総会 
普通株式 95,585 10 平成22年1月31日平成22年4月28日利益剰余金 

（有価証券関係）

当第1四半期会計期間末(平成22年４月30日)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。
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（持分法損益等）

　該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成22年４月30日）

前事業年度末
（平成22年１月31日）

１株当たり純資産額 751.73円 １株当たり純資産額 748.67円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第１四半期累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額 10.80円

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 11.62円

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年４月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 61,632 111,085

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 61,632 111,085

期中平均株式数（千株） 5,708 9,558

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

（リース取引関係）

当第1四半期会計期間（自平成22年２月１日 至平成22年４月30日）

　リース取引開始日が平成21年１月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当第1四半期会計期間末におけるリース取引残高は前事

業年度末に比べて、著しい変動はありません。 

２【その他】

　該当事項はありません。 

EDINET提出書類

株式会社　マルタイ(E00497)

四半期報告書

17/20



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年６月12日

株式会社　マルタイ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 工藤　雅春　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内納　憲治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マルタ

イの平成２１年２月１日から平成２２年１月３１日までの第４７期事業年度の第１四半期累計期間（平成２１年２月１

日から平成２１年４月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法

人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マルタイの平成２１年４月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年６月11日

株式会社　マルタイ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 工藤　雅春　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢野　真紀　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マルタ

イの平成２２年２月１日から平成２３年１月３１日までの第４８期事業年度の第１四半期会計期間（平成２２年２月１

日から平成２２年４月３０日まで）及び第４８期事業年度の第１四半期累計期間（平成２２年２月１日から平成２２年

４月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立

場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マルタイの平成２２年４月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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